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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 平安和歌表現と『源氏物語』摂取の研究 

 学位申請者 瓦 井 裕 子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授  加 藤 洋 介 

  副査 大阪大学教授  飯 倉 洋 一 

  副査 大阪大学特任講師  勢 田 道 生 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、表現の分析によって当時の文化的背景やある集団・個人の表現をめぐる営為を浮かび上がらせると

いう視座のもと、平安時代和歌と『源氏物語』の表現の問題、および両者の相互的な影響関係を中心に論じるも

のである。(400 字詰原稿用紙換算約 390 枚) 

 第一章「平安文学における表現の類同と伝播」は、特定の時代や集団で共有された表現を分析する。第一節「一

条朝前後における菊と紅葉の取り合わせ」では、それまで和歌においてほとんど詠まれることのなかった菊と紅

葉の取り合わせが、一条朝前後の宮廷女房たちによって急速に詠まれるようになり、『源氏物語』のいくつかの場

面に見られる菊と紅葉の取り合わせ表現も、この時代的好尚を共有するものであると見る。第二節「『源氏物語』

幻巻と月次屏風の世界」は、年中行事をほとんど描かない『源氏物語』が、幻巻の場面選択や表現において、月

次屏風の典型的な題材をもとにして、景物や人物も月次屏風の絵を引き写したように配置し、和歌も屏風歌を想

起させるものであったことを指摘する。第三節「大中臣家重代歌人の表現踏襲」は、大中臣家の頼基・能宣・輔

親・伊勢大輔・康資王母・郁芳門院安芸の六代にわたる親子たちが、累代の家集から和歌表現を学習し、自歌を

詠むにあたって歌ことばをそこから自在に引き出していたことを明らかにする。 

 第二章「散文作品における季節の矛盾」では、平安時代の散文作品に見られる季節に関わる矛盾の問題を取り

上げる。第一節「『源氏物語』季節矛盾の再検討」は、冬であるにもかかわらず秋の歌を詠むという季節矛盾につ

いて、季節の提示によって物語展開の枠組みを作用させる方法が機能していることによるものとする。第二節「『和

泉式部日記』における日次矛盾と時間表現」は、『和泉式部日記』において二度発生する日次矛盾について、過剰

な記事を盛り込んだ結果生じた矛盾を、「かくいふほどに」という表現によって解消しようとしていることを示す。 

 第三章「平安時代和歌における『源氏物語』摂取」は、平安時代和歌が『源氏物語』の表現を摂取していく具

体的様相を明らかにする。第一節「源師房歌合と『源氏物語』摂取」は、長暦二（1038）年と長久二（1041）年

に源師房が主催した歌合が、歌合における『源氏物語』摂取歌の発生の塲であったことを示す。第二節「（示＋某）

子内親王家歌合における『源氏物語』摂取と源師房」は、二十五度の開催を数える（示＋某）子内親王家歌合に

おける『源氏物語』摂取の様相を提示し、そこには家司であった源師房の強い影響力があったことを推測する。



第三節「九月十三夜詠の誕生」は、八月十五夜に次ぐ名月とされる九月十三夜詠の歴史を紐解き、長暦二（1038）

年九月十三日源師房歌合、そして『源氏物語』夕霧巻九月十三日の場面が大きな契機となったことを明らかにす

る。第四節「源国信と「源氏和歌集」」は、源国信の『源中納言懐旧百首』に『源氏物語』摂取が多用されている

こと、またそこには『源氏物語』の和歌を抜き書きした「源氏和歌集」が使用されていた蓋然性が高いことを述

べる。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文においては、全編にわたって豊富な用例を提示しながら論証が積み重ねられており、論文としての実証

度の高さを維持することができている。しかも個々の論が相互に関連し合って、論文全体として平安和歌および

散文作品の表現、そして『源氏物語』摂取の問題が統合して論じられている点も高く評価することができる。文

章力や論の展開力も優れており、博士論文としての完成度が高いものと認めることができる。 

 第三章が扱う院政期和歌における『源氏物語』摂取に関する問題は、これまで平安時代末期から鎌倉時代初期

にかけての所謂新古今時代ばかりが注目されてきたが、本論文が具体的様相を明らかにした後朱雀朝・後冷泉朝

期に関しては従来まとまった指摘がなく、『源氏物語』享受の問題としても和歌文学史の問題としても、その欠を

埋めるものとして高く評価することができよう。第一章の諸論も、平安時代宮廷女房たちにおける表現の好尚、

大中臣家における和歌教育や和歌学習の一様相を明らかにしており、非常に興味深い問題提起たりえている。『源

氏物語』幻巻における月次屏風の問題も、優れた『源氏物語』論として評価できる。第二章に関しては、「矛盾」

という言葉に違和感はあるものの、両論ともにこれまで明快な解釈がなかった問題について妥当な見解を提示で

きている。 

 一方で、『源氏物語』摂取の問題については、その摂取の認定をどのように行ったのかについての言及がない。

やはり総論的なところで提示しておく必要があろう。また『源氏物語』の和歌からの表現摂取と地の文からの摂

取とでは、摂取の内実にはかなり大きな違いがあるように思われる。『源氏物語』以外の作品についても考察を及

ぼしていく必要があろう。摂取の質の違いなど、新古今時代和歌における『源氏物語』摂取の問題へどう展開さ

せてゆくかという課題もある。 

 しかしながら、これらの多くは本論文にとっての今後の課題であり、今回示した成果は平安時代和歌研究およ

び『源氏物語』研究に寄与するところ大であると認められる。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわし

いものと認定する。 


